
調査結果の概要 
Ｉ 人口の動向 

 １ 総人口 

（１） 千葉県 

令和４年４月１日現在の千葉県の総人口は、６，３０５，４７６人で、令和３年 
４月から令和４年３月までの１年間に１３，６５２人（－０．２２％）減少した。 
令和３年から２年連続で減少となっている。（表１、図１） 

 
表１ 総人口の推移 

年次 総人口（人） 増減数（人） 増減率（％） 

平成 28 年 6,269,146 14,787 0.24 

平成 29 年 6,285,160 16,014 0.26 

平成 30 年 6,297,271 12,111 0.19 

平成 31 年 6,308,561 11,290 0.18 

令和２年 6,321,366 12,805 0.20 

令和３年 6,319,128 -2,238 -0.04 

令和４年 6,305,476 -13,652 -0.22 
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図１ 総人口の人口増減数及び増減率の推移

増減数 増減率 （単位：％）（単位：人） 



  
（２）市町村 

    人口が最も多いのは、千葉市の９７５，９４７人となっている。次いで、船橋市の

６４５，９７２人、以下、松戸市４９７，０８９人、市川市４９１，５４５人、     

柏市４３１，２０３人の順となっており、この５市で千葉県総人口の４８．２４％を  

占めている。（表２） 
また、人口が最も少ないのは、神崎町の５，７９２人となっている。次いで、    

長柄町の６，５１８人、以下、睦沢町６，８２９人、芝山町６，９２８人、鋸南町    

７，１１４人の順となっている。（表３） 
 
 

 
表２ 多い順 

順位 市町村名 人 口（人） 
総人口に占める 

割合(％) 

1 千葉市 975,947 15.48 

2 船橋市 645,972 10.24 

3 松戸市 497,089 7.88 

4 市川市 491,545 7.80 

5 柏 市 431,203 6.84 
    

    

    

表３ 少ない順 

順位 市町村名 人 口（人） 
総人口に占める 

割合(％) 

1 神崎町 5,792 0.09 

2 長柄町 6,518 0.10 

3 睦沢町 6,829 0.11 

4 芝山町 6,928 0.11 

5 鋸南町 7,114 0.11 

 
  



２ 男女別人口 

男女別人口は、令和４年４月１日現在で男性３，１４０，２２６人、 
女性３，１６５，２５０人となっている。令和３年４月から令和４年３月までの１年間

に、男性は１０，５４５人（－０．３３％）の減少、女性は３，１０７人（－０．１０％）

の減少となった。   
また、男女別人口の推移をみると、女性の人口が男性の人口を上回っており、その差は

少し広がった。（表４、図２） 
 
 
  表４ 男女別人口の推移  (単位：人） 

年 次 総 数 男 増減数 増減率(％) 女 増減数 増減率(％) 

平成28年 6,269,146 3,130,890 6,883 0.22 3,138,256 7,904 0.25 

平成29年 6,285,160 3,137,911 7,021 0.22 3,147,249 8,993 0.29 

平成30年 6,297,271 3,143,123 5,212 0.17 3,154,148 6,899 0.22 

平成31年 6,308,561 3,147,608 4,485 0.14 3,160,953 6,805 0.22 

令和２年 6,321,366 3,152,394 4,786 0.15 3,168,972 8,019 0.25 

令和３年 6,319,128 3,150,771 -1,623 -0.05 3,168,357 -615 -0.02 

令和４年 6,305,476 3,140,226 -10,545 -0.33 3,165,250 -3,107 -0.10 
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Ⅱ 年齢３区分別人口 

 １ 千葉県 

    令和４年４月１日現在の千葉県の年齢３区分別人口は、０～１４歳の年少人口が 

７３６，２８２人、１５～６４歳の生産年齢人口が３，８３４，０６６人、６５歳以上

の老年人口が１，７３５，１２８人（うち、７５歳以上９００，７９３人）となってお

り、それぞれ総人口に占める割合は、１１．７％、６０．８％、２７．５％（うち、 
７５歳以上１４．３％）となっている。 
これを令和３年４月１日現在と比べると、年少人口割合及び生産年齢人口割合は 

０．１ポイントそれぞれ低下し、老年人口割合は０．２ポイント上昇となっている。（本

編第４表、図３） 
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２ 市区町村 

年少人口割合が最も高いのは、印西市の１６．７％で、次いで、流山市の１６．２％、

以下、千葉市緑区１３．８％、袖ケ浦市１３．７％、四街道市１３．５％の順となっている。

また、最も低いのは御宿町の６．２％で、次いで、鋸南町の６．５％、以下、勝浦市    

６．６％、九十九里町、長南町の７．２％の順となっている。 
生産年齢人口割合が最も高いのは、浦安市の６９．４％で、次いで、市川市の     

６６．９％、以下、千葉市中央区６５．９％、習志野市６３．８％、船橋市６３．５％の

順となっている。また、最も低いのは御宿町の４２．２％で、次いで、鋸南町の   
４４．４％、以下、南房総市４５．３％、勝浦市、長南町の４７．８％の順となっている。 

老年人口割合が最も高いのは、御宿町の５１．６％で、次いで、鋸南町の４９．１％、    

以下、南房総市４６．８％、勝浦市４５．６％、長南町４４．９％の順となっている。  

また、最も低いのは浦安市の１８．３％で、次いで、市川市の２１．５％、以下、千葉市

中央区２２．８％、流山市２２．９％、千葉市緑区２３．４％の順となっている。 
（表５、表６、図４） 
 

   表５ 高い順  （単位：％） 

年少人口 生産年齢人口 老年人口 

順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 

1 印西市 16.7 1 浦安市 69.4 1 御宿町 51.6 

2 流山市 16.2 2 市川市 66.9 2 鋸南町 49.1 

3 千葉市緑区 13.8 3 千葉市中央区 65.9 3 南房総市 46.8 

4 袖ケ浦市 13.7 4 習志野市 63.8 4 勝浦市 45.6 

5 四街道市 13.5 5 船橋市 63.5 5 長南町 44.9 
         
         

   表６ 低い順  （単位：％） 

年少人口 生産年齢人口 老年人口 

順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 

1 御宿町 6.2 1 御宿町 42.2 1 浦安市 18.3 

2 鋸南町 6.5 2 鋸南町 44.4 2 市川市 21.5 

3 勝浦市 6.6 3 南房総市 45.3 3 千葉市中央区 22.8 

4 九十九里町 7.2 4 勝浦市 47.8 4 流山市 22.9 

5 長南町 7.2 5 長南町 47.8 5 千葉市緑区 23.4 

 
 
※割合は、小数点第２位を四捨五入している。 
※割合が同率の場合、小数点第２位以下の値により順位を付けている。 
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３ １１地域 

   年少人口割合が最も高いのは、東葛飾地域の１２．３％となっている。なお、年少   

人口割合が最も低いのは夷隅地域の７．９％である。 
生産年齢人口割合が最も高いのは、葛南地域の６５．０％で、次いで、千葉地域の   

６１．５％、東葛飾地域の６１．０％となっている。なお、生産年齢人口割合が最も低い

のは夷隅地域の４８．１％となっている。 
老年人口割合が最も高いのは、夷隅地域の４４．０％で、次いで、安房地域の     

４２．５％、香取地域の３７．８％となっている。なお、老年人口割合が最も低いのは 

葛南地域の２２．８％となっている。（図５） 
 
 

 
 

※割合は、小数点第２位を四捨五入している。 
※割合が同率の場合、小数点第２位以下の値により順位を付けている。
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Ⅲ 年齢（５歳階級、各歳）別、男女別人口 

１ 年齢５歳階級別人口 

年齢５歳階級別にみると、４５～４９歳が５０４，０２２人で最も多く、総数に  

占める割合は７．９９％となっている。 
以下、５０～５４歳が５００，９２７人で７．９４％、７０～７４歳が 

４６８，８５７人で７．４４％、４０～４４歳が４２０，１２７人で６．６６％、 
５５～５９歳が３９８，０７８人で６．３１％の順となっている。（表７） 

 
 

表７ 年齢５歳階級別人口 

年 齢 人 口（人） 
総数に占める 

割 合（%） 

総 数 6,305,476 100.00 

0～4 217,920 3.46 

5～9 250,875 3.98 

10～14 267,487 4.24 

15～19 278,052 4.41 

20～24 326,121 5.17 

25～29 335,058 5.31 

30～34 341,306 5.41 

35～39 381,289 6.05 

40～44 420,127 6.66 

45～49 504,022 7.99 

50～54 500,927 7.94 

55～59 398,078 6.31 

60～64 349,086 5.54 

65～69 365,478 5.80 

70～74 468,857 7.44 

75～79 354,204 5.62 

80～84 278,901 4.42 

85～89 170,047 2.70 

90～94 73,622 1.17 

95～99 20,869 0.33 

100～ 3,150 0.05 

 
  



２ 年齢各歳別人口 

   年齢各歳別人口で最も人口が多いのは、第２次ベビーブーム世代に当たる４８歳の 

１０７，４１６人で、次いで、４９歳の１０７，２６５人となっている。（図６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
総数  ６，３０５，４７６人  

図６ 千葉県人口ピラミッド 

（単位：人） 



Ⅳ 平均年齢 

１ 千葉県 

    令和４年４月１日現在の千葉県の平均年齢は、４７．４歳となっており令和３年  

４月から令和４年３月までの１年間に０．３歳上昇している。なお、男女別にみると、 

男性４６．１歳、女性４８．６歳となっている。 
また、千葉県の平均年齢は、平成２８年から令和４年までの６年間で１．８歳上昇し

ている。（本編第４表、図７） 
 

 
 
２ 市区町村 
   市区町村別の平均年齢が最も高いのは、御宿町の５９．９歳となっており、県の平均 

年齢を１２．５歳上回っている。以下、鋸南町５８．８歳、南房総市５７．５歳、勝浦市

５６．７歳、長南町５６．５歳の順となっている。 
また、平均年齢が最も低いのは、浦安市の４２．７歳で、県の平均年齢を４．７歳     

下回っている。以下、流山市４３．６歳、印西市４４．１歳、市川市４４．７歳、成田市

４５．０歳の順となっている。（表８、表９） 
 

表８ 高い順  表９ 低い順 

順位 市区町村名 平均年齢（歳）  順位 市区町村名 平均年齢（歳） 

1 御宿町 59.9   1 浦安市 42.7  

2 鋸南町 58.8   2 流山市 43.6  

3 南房総市 57.5   3 印西市 44.1  

4 勝浦市 56.7   4 市川市 44.7  

5 長南町 56.5   5 成田市 45.0  
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